










要約:世田谷区立保育園の平成 3年度の 5歳児の 5歳・3歳・1歳の肥満の状況を後方視的

に調査した。肥満の出現率は 3歳・5歳の肥満度+20%以上で男児に限って有意差を認めた。

肥満の経過は 1 歳肥満傾向児は 5 歳で約 3/4 が改善した。3 歳肥満児のうち肥満度+15%以

上±20%未満のみが増悪し、男児は女児に比べ増悪傾向であった。3歳肥満児のうちの約半

数、5 歳肥満児のうちの約 2/3 は新規出現であった。保護者の意識として子どもの体重か

らみた肥満の程度を大半の者がよく認識し、太っていることが健康的だと思っている者は

少なかった。 


